
 平成31年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～30年度）】 【31年度】 【今後予定（32年度～）】

【今年度要求のポイント】

関連事業：

: - 1 -

5-4
局・課名

210 162

事業費（千円）

主な要求内容 （単位：千円）
項目 30年度予算 31年度要求額 内容・積算等

期間

事業区分 ： 新規・拡充

平成31年度要求額平成29年度決算額

事業名 次世代自動車普及促進事業

： 環境局・環境エネルギー課
　施策番号マスター

プラン
：

３つの挑戦
低炭素

区民まつり等で外部給電器とともにEV・FCV
を展示。
企業と連携したEV・FCV試乗会の実施。
燃料電池自動車導入補助金創設。
FCV・可搬型外部給電器の導入

区民まつり等で外部給電器とともにEV・
FCVを展示。
企業と連携したEV・FCV試乗会の実施。
燃料電池自動車導入補助事業
FCV・可搬型外部給電器の導入

平成30年度予算額

50 75 エコ大サポーター報償費

スケジュール（経過及び今後展開）

要求額（千円）

9,372

200

7

1,263

121

315

0

切手代等

水素ガス購入費

5,000

7

4,028

0

0

　H　～　H

事業

概要

次世代自動車（電気自動車（EV）、プラグインハイブリッド自
動車（PHEV）、燃料電池自動車（FCV））の普及を促進し、経
済活動や日常生活を支える自動車利用のCO2排出量を削減
する。

○次世代自動車の普及啓発
ラッピングを施したFCV（平成29年度導入）やEVを、平日は主に共
用公用車として運用し、普及拡大を図る。また、休日等は、区民まつ
り等のイベントへ出展する。

○燃料電池自動車（FCV）導入支援事業
FCVの購入費用の一部を補助する。

○公用車へのFCVの導入
FCVと可搬型外部給電器を導入する。

・FCV購入費の一部を補助することで、地球温暖化対策及び
水素エネルギー社会の実現に向けFCVの普及促進を図る。

・FCVの普及促進にあわせて、FCVの発電機能を区役所や
避難所への給電など、災害時停電対策にも資するため、FCV
及び高出力な可搬型外部給電器を導入する。

役務費

100

2,166

燃料費（FCV）
バス陸送費＋水素ST改造費＋運搬委託費＋水素燃料費

FCV導入補助金

FCバス乗車体験会負担金

50万円×10台

631

債務負担行為

報償費

FCVリース・外部給電器購入費用等 FCVリース費、修繕費、外部給電器購入費用等

その他 消耗品・旅費等

印刷製本費 パネル・パンフレット製作費等

004010整理番号

合計 2,166 9,372

みんなの審査会対象外

その他　特記事項

FCバス体験イベントの実施。
区民まつり等でEV・FCVを展示。


